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要旨
　介護福祉士教育において昨今、「コミュニケーション力」や「コミュニケーション不足」が問われているが
十分な「コミュニケーション力」は、養成教育機関の 2 年間では難しくもある。コミュニケーションの構築に
は家庭教育ひいては社会教育（高等学校卒業年齢）のなかで培うものであり大学機関ではそれに基づいたコミュ
ニケーションの拡大を教育してきた要素が強い。しかし、実習施設からも「生活支援技術」と並んで「コミュ
ニケーション力」の教育の強化要望があるのが現状である。そのようなことの一要因からか新カリキュラムで
は「コミュニケーション技術」の科目が設定され更に、コミュニケーション力は「生活支援技術」の質にも影
響し援助技術の教育方法まで問われる。そこで、本学では学生自身の生活史と併せながら高齢者の生活史を地
域文化に見出し「コミュニケーション力」や「生活支援技術」向上のための一術とした。その教育科目として「福
祉文化」「介護の基本」「コミュニケーション技術」「介護過程」を位置づけた。
　結果として、学生は「地域文化」を知ることにより施設高齢者との「会話が広がった」、「他の土地の地域文
化も調べたい」、「以前よりも地域文化を知ることにより、実習への臨む姿勢が変わったように感じる。」など
と述べており、多少なりともコミュニケーション力に影響があった。
　今後は、地域文化を知ることにより「コミュニケーション力」や「生活支援技術の向上」を図り学生独自の
介護オリジナリティを明確にしていく。
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研究背景と目的
　介護職員は、2025 年までにおよそ 248 万人必要だと想定されている。また、介護福祉士に関することとして、
社会保障審議会福祉部会は、2016 年度（平成 28 年度）には介護福祉士のあり方を改め一方向性を示し、2017
年度（平成 29 年度）には、介護福祉士養成カリキュラムの改訂を明示すると報告している。
　更に、国は介護人材に対して図 1 に示す通り、まんじゅう型の現状を改め富士山型にして裾野を広げる量的
な対策と頂上を高くする質的向上を図ると示している。この頂上に近いものとして職能団体でいうと「認定介
護福祉士」、大学連絡協議会では「管理（上級）介護福祉士（仮称。以下、管理介護福祉士）」が考えられる。
また、介護福祉士の能力は「介護実践力」と「改革・改善力」、「マネジメント能力」や管理介護福祉士の職業
能力として「サービスマネジメント・職場での指導」、「専門的・基本的職業能力」、「地域包括ケアの推進」の
3 つを提示している。そして特に「専門的・基本的職業能力」として、介護福祉養成校での教授科目に関係ある「介
護過程の展開」、「生活支援技術」、「生活リハビリテーション」、「医療的ケア」が取り上げられ教育内容の見直
しが急務といえる。この「管理介護福祉士」は 4 年生大学が対象となっているが、介護福祉士養成校の大半を
示している 2 年課程の介護福祉士養成校は何らかのアプローチを提示し、この頂上に位置しなければならない。
その対策として学生への教育充実は必須のことといえる。
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　しかし、学生の現状はどのようなものなのか。介護福祉養成校での授業時間数は 1850 時間以上、それに加
え医療的ケアの演習など、かなり密なカリキュラムである。従来、介護とは北村（北村 ,2013，pp55-70）がま
とめたように対象者は、日常生活に支障がある人であり、専門的な対人援助のもと利用者が満足のできる自立
した「生活」を図ることである。しかし、昨今の学生（高校卒業者）はあらゆる社会環境の中、生活経験が不
足しており、「深く考える」ことが難しい傾向がある。生活経験は教育機関で補充できるものはないが少しで
も経験する事において、「生活」を視点においた援助が可能と推測できる。また、本学の基本教育科目である「福
祉文化」の位置付けより地域文化から「生活」を探究し「コミュニケーション力」や「生活支援技術」との関
連性も考察できる。
　よって、本研究は「福祉文化」を核に、「介護の基本」「介護過程」の教授内容から、再度この「生活」に視
点をおきそれを充実させることが質の良い介護福祉士を誕生させる早道ではないかと考え、その一つを報告する。
Ⅰ．生活
　生活とはなにか。新明解国語辞典によると「①生物が生きていて、からだの各部分が活動する（している）こと。
②社会に順応しつつ、何かを考えたり、行動したりして生きていくこと。狭義では家族と共に食べていけるだ
けの余裕があること指す（金田一，1989，p682）。また、日本国語大辞典によれば、「①生きていること。また、
生かすこと。生存して活動すること。この世に存在すること。②世の中に暮らしてゆくこと。また、その暮ら
し。生計。しょうかつ」（小学館国語辞典編集部，2001，p901）である。広辞苑では、「①生活して活動するこ
と。生きながらえること。②世の中で暮らしてゆくこと。また、そのてだて。くちすぎ。すぎわい。生計」（新
村，2008，pp1534-1535）と記載されている。
　更に、介護福祉士養成校がテキストで使用している中央法規出版では、「生理的なリズムを刻みながら、社
会的な役割のなかでそれぞれの思いの実現を図る為に、さまざまな営みを行うこと」（金津，2016，pp66-67）
と記載されている。また、是枝は、「社会生活と私的生活が一体となったものであり、個人がこれまで生きて
きた生活史や文化および価値観を土台にし、健康的で文化的な生活を快適に過ごせるよう最大限に尊重される
空間である」（是枝，2011，p69）と述べ、井上は「生命を活性化するために、さまざまな諸活動を主体として
自らの意思で決定し、自らの力で行っている。また、これらの諸活動は、基本的な欲求としてではなく、精神
的欲求や社会的欲求、さらには文化的欲求を充足するための諸活動ということができる」（井上，2010，p184）
で述べている。
　つまり、生活とは、様々な視点から述べられており明確な定義は難しいが、ここでは「暮らしながら個人の
価値観を基本とし、心身共に健康的で文化的に快適に過ごすこと」とする。
Ⅱ．福祉文化の展開
１．研究方法
（１）調査対象と期間
　調査対象：本学の学生、2014 年（平成 26 年）1 年生 19 名を対象とした。
　期　　間：2014 年 4 月～ 2014 年 11 月
（２）方法
　介護福祉士養成科目「介護の基本」において、「生活」とは何か。「文化」とは何かの課題から文献より定義
を導き出し、11 月には「地域文化」として学外授業を展開した。更に、地域住民にインタビューする事により
「地域文化」との関わりや交流を経験し学内（授業）での発表の機会（4 グループ）を設定した。
２．結果と考察
　1 年次の科目「介護の基本」で「生活」について教授し、今後の学びを確認した。
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　先行研究（北村，同上）では、2011 年（平成 24 年度）2 年生では佐世保市北部（世知原・吉井町）、1 年生
では長崎県北（平戸・生月）、中部（大野地区）、南部（早岐・三川内・宮町）を対象としたが、今回は佐世保
市市役所から西南に位置する佐世保市俵ヶ浦町の「佐世保要塞」、「丸出山観測所跡・砲台」、「小首砲台」、「高
後崎船番書所跡」（図 3 参照）へ出かけた。
（１）学外学習
　１）歴史的背景
　その土地の歴史を調査する事により、表－ 1 からも解るように学生は、「全く無知の状態よりも、より深い
ところで話をすることができる」、「高齢者の方々も喜んでくれる」、「高齢者を理解する上で重要である事に気
付いた」とあるように、コミュニケーションのツールとして有効であることが解る。このことは、北村（北村
2013，同上）や、安は「利用者との関係性は、相手を理解してその立場で考え、受容・共感的コミュニケーショ
ンを利用者との関係を形成する」（安，2014，p425）と述べている。
　更に、学生は「昔ながらの雰囲気・建物を守っていかなければならない」や「若者が、地域について関係を
もつ事が必要」、「市役所、地域住民、ボランティアの協力で観光コースを作った」というように、ソーシャルキャ
ピタルの必要性が伺える。
　
　２）インタビュー
　①地域住民へのインタビュー
　表－ 4 より、農作業中の A さん夫婦は、「畑があるからここにいる」、B さんからは、「家は土間があり、ト
イレも水洗ではない。風呂も薪であった」等の言葉から当時の生活が伺える。このことは、江口が述べている
ように「生活とは、自立を目標に、世代間にわたって、長期に営まれていく人間の活動であり、それは地域社
会の中で行われる」（江口，2004，P3）からも人は生活に密着していることが解る。
　②学生へのインタビュー
　俵ヶ浦近くの施設で介護実習を実施した学生にもインタビューした。結果は表－ 5 の通りであるが、土地の
歴史を知ることで、「実習へのしやすさ」、「コミュニケーションの手段（ツール）」、「次への学習意欲へ繋がる」
と述べている。また、養成校出身の若い介護福祉士は、生活経験が不足していると言われていることや生活経
験そのものは、教育では補えないと言われているが、この経験を積み重ねることによって、少々の経験不足は
払拭できるものと考える。
　
Ⅲ．結論
　生活の捉え方により、介護の援助方法に相違が生じる可能性が推測され、本名も「介護が ADL の支援にす
り替ってしまいがちである。その理由は単純に日常生活だけを生の構造から切り取り、単純に援助しようとす
るからである。」（本名，2009，p3）と述べている。確かに、食事、排泄、入浴、着脱衣など ADL と捉えその
動作援助の習得に一生懸命であり、ルーチン化しようとしている。しかし、介護保険導入に伴い個人の尊厳、
個別化が強調される昨今、今後の介護の行方は更に介護福祉士各々が、利用者の「生活文化」を知りそれを基に、
単に科目の知識と技術だけに留まってはならない。実際に現地を訪れることにより、地域文化に触れ、感じる
ことによって土地の「生活」が理解できる要素が多い、それ故、地域に密着した生活を理解でき生活支援技術
の方法やコミュニケーション技法を構築する一つの術が見いだせる可能性が高い。また、生活を理解すること
によって、利用者により、寄り添うことのできる介護福祉士になる可能性もある。
　今後は昔ながらの建物、また、町の雰囲気を壊さず新しいことに取り組むことにより地域の活性化や学生の
学びの深さにも繋がる。また、若者も土地・地域について文化を通し関係性を構築していくことが必要である。
　インタビューの中に 20 年前の話があったが、20 年位前といえば 1995 年には阪神淡路大震災や地下鉄サリン
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事件があり、ドラマ「北の国から」では薪を利用したお風呂が登場していた時代である。それが 2011 年でも俵ヶ
浦町で実在していたことに学生は驚いていた。
　逆に言えば、中心地から隔離されたような、交通手段も車しかない立地（今でも車だけが頼りなこの地）が
戦争の時代に秘密のベールに隠される要塞としても都合が良く、俵ヶ浦で生まれ育った方達の変わらない生活・
日々がながく続いていた理由の一つでもある。今回俵ヶ浦町で会った方々は、生まれてからずっと永く居住し
ている方々であった。住み慣れた土地でずっと暮らしていけるのは、「幸せ」が強くある土地と感じた。
　最後に、俵ヶ浦だけでなく他の地域の歴史も学ぶことで、他の地域の方々とも、より深い話しをすることが「福
祉文化」や「地域文化」の探求になると考える。
　表－ 1　学生の思い［歴史］
思ったこと・感じたこと
その土地の歴史を調査することは、全く無知の状態で話をするよりも、より深いところで話をする事ができる。
その土地の歴史を知ることにより、当時の情景がよりイメージしやすいように思う。
その土地の歴史を知っていることで、高齢者の方々も喜んでくれる。
俵ヶ浦だけでなく他の土地も調査し、他の地域の方々と話がしたい。
土地の歴史を知ることは、高齢者を理解する上で重要であることに気付いた。
観光できる遺跡があり、歴史を学ぶことができる。
昔ながらの雰囲気・建物を守っていかなければならない。
昔ながらの雰囲気・建物を壊さず＋新しいことに取り組むと地域の活性化に繋がる。
若者が、もっと地域について関係をもつことが必要。
表－ 2　学生の思い [ 地域活動 ]
思ったこと・感じたこと
　美しい風景を残すために市役所の人、地域住民、ボランティアの方々が協力し合い昨年から観光コースを
作り始めた。
　住民やボランティア自らが、コース選びや道標を作成した。
　活動をしないと過疎が進んでいる地域だということを連想される。
表－ 3　住民の思い
思ったこと・感じたこと
　俵ヶ浦の歴史を調査することにより、地域の住民の方々は勿論のこと、その時代を生き方を次世代に引き
継ぎたいという思いがあった。
　観光コースを作成したことで、俵ヶ浦を訪れる人が増えることを期待している。
表－ 4　地域住民へのインタビュー
農作業中の A さんご夫婦
　生まれた時からこの土地でずっと暮らしている。「畑があるから、ここに居る」とおしゃっていた。終戦
間近に魚雷を積んだ飛行機が山（丸出山観測所とは違う山を指差す）に落ちてみんなびっくりした。15 人位
亡くなった。青森から着ていた兵隊もいた。慰霊碑があり毎年遺族が来ている。
女性 B さん
　嫁いできた 20 年前くらいは、もっと畑ばかりであった。高齢化と過疎化で畑はどんどん減っていった。
現在（2014 年）、高校 2 年生の娘は、ここにある野崎中学校に通っていた時（2011 年）は同級生が 6 人だった。
一日が体育の授業で海で過ごす日もあった。（※現在は 1 年生 4 人、2 年生 5 人、3 年生 8 人の計 17 人である）。
　家は農家であったが漁業権も持っている。そのころの生活は、今でいう古民家で土間があり梅雨時は湿気
で床はベチョべチョであった。勿論、トイレも水洗ではなく、廊下に電気もなかったので夜トイレに行く時
は懐中電灯をもって暗い廊下を歩いて行った。
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　お風呂も巻きで炊いていた為、必ず誰かが入る場合は他の誰かに薪を次いでもらわなければならなかった。
家の階段も梯子のように急なものでとても怖かった。
表－ 5　学生へのインタビュー
　事前に土地の歴史を知っておくと、利用者とのコミュニケーションが図りやすかった。
　会話が広がる。
　学校で土地の歴史を習うよりも現地に行った方が解りやすい。
　現地に行くと実際にある遺跡や文化に触れ、細部にわたって理解できる。
　現地の人へインタビューをし、触れあうことで、より理解でき、知ることができた。
　クラスメイトと一緒に行くことで絆が深まった。
　歴史から会話が盛り上がり、ラポールがとれやすかった。また、施設自体に入りやすかった。
　歴史的なことから親密感がでて、利用者に接する態度や、身体に触れやすく感じた。
　担当利用者の人から、歴史をきっかけにより土地の事を更に詳しく教えてくれた。また、土地の人間関係
も教えてくれた。
　もう 1 回その土地に行ってみたい。景色も良く見晴らしも良かった。クラスメイトがもう既に、数回行っ
ている学生もいた。
　土地の歴史を知ることで、利用者を知ることに役立つ。また、共通の話題があるのが良い。
　他の土地も調べたい。
　以前よりも地域文化を知ることで実習に臨む姿勢が変わったように感じる。
Ⅳ．今後の課題
　2009 年（平成 21 年）のカリキュラム編成を経て、7 年経過しているが果たして、国が掲げていた介護福祉
士養成の目標を達成ができているのであろうか。中でも、養成校が資格取得時の到達目標 11 項目の達成度は
どの程度なのか。社会から問われている「コミュニケーション能力」や「ケアマネジメント力」、「的確な記録」
など、十分な指導ができているのか疑問である。また、2017 年度にはカリキュラムの編成が提示される。介護
福祉士養成校は、学生の定員割れに伴う学力の低下のなか、介護福祉士としての基礎能力を付けるため教育し
社会に排出しているわけであるが、日増しに国の高い要望は増加するばかりである。
　また、「生活」とは何かを問いかけ生活経験の中から利用者を理解し援助するように授業の中でも創意工夫
をしているが、施設側は学生自身の生活経験を必ずしも求めているわけでもなく、「生活支援技術」と「コミュ
ニケーション技術」を求めている。しかし、家高が述べているように「若い年齢層の学生ほど、人間関係の充
実が学習意欲の向上に繋がり、介護福祉士に対する具体的なイメージを与えることで、学習意欲が高まる可能
性があること」（家高他，2014）を示していることから、そのイメージや年代の時代背景や土地の歴史等を知
ることによりその利用者の生活習慣が理解でき利用者を心から対応できる人になると考える。そして、生活理
解は、その人を理解しようとする姿勢が有るか無いかに関わる。よって、カリキュラム編成に惑わされない科
目として「福祉文化」の果たす役割は大きい。
　更に、「介護過程」の科目があるがそれも同時に重要な科目である。東洋大学の介護過程のアセスメント表
には、「地域の特性」、「利用者の居住地の特性」など土地の歴史に関する項目が記述してある。それには歴史
的背景や土地の歴史、特性が援助するには重要だという証明にもなる。
　1987 年、介護福祉士の国家資格制度が成立した際に、一番ヶ瀬が「国家試験にない科目がカリキュラムから
外された。これは、試験にでないからだという。しかし、国家試験を受けて現場に行っても本当の意味で役に
立つ人にはならない」（一番ヶ瀬．2007．pp11-12）と述べている。これは、「心のケア」、「人として大事」な
事を今後の教育に示唆してくれている。
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資料
図 1　「総合的な確保方策」の目指す姿　～「まんじゅう型」から「富士山型」へ～
図 2　九州大学研究室資料
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図 3　俵ヶ浦町歴史遺産トレイル
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図 4 － 1　丸出山堡塁 図 4 － 2　丸出山堡塁
竹や草木が生い茂った先を進むと・・・
日清戦争後、日本はロシアとの
戦争に備えて海岸砲台を造った。
佐世保要塞最初の砲台である。
しっかりしたレンガ造りの
半地下弾薬庫跡がある。
図 5　高後崎砲台跡 図 6　大正天皇訪問記事
図 7　高後崎船番所跡 図 8　地域住民のインタビュー
図 9　ビューポイント 図 10　俵ヶ浦の風景
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